
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

       

        

 

 

聯
合
大
演
習 

 

1938(

昭
和
13)

年
11
月
４
日
か
ら
５
日
に
亙
り
、

県
西
南
７
郡
下
の
中
等
学
校
・
青
年
学
校
生
徒

１
万
３
千
余
名
を
動
員
し
た
秋
季
聯
合
大
演
習

が
、
狭
間
茨
城
県
知
事
の
統
監
の
下
、
秋
色
の

筑
波
山
麓
の
野
を
舞
台
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

南
軍
は
土
浦
・
龍
ケ
崎
・
水
海
道
の
各
中
学

校
、
取
手
園
芸
学
校
、
石
岡
・
江
戸
崎
の
両
農

学
校
、
水
海
道
の
菁
莪
学
館
、
土
浦
の
常
総
学

院
、
稲
敷
・
新
治
・
北
相
馬
各
郡
下
の
青
年
学

校
の
生
徒
総
勢
6000
余
。
部
隊
長
は
水
海
道
中
学

教
官
島
村
大
尉
。 

北
軍
は
下
妻
・
境
の
両
中
学
、
真
壁
・
上
郷
・

結
城
の
各
農
学
校
、
古
河
・
下
館
の
両
商
業
学

校
、
真
壁
・
結
城
・
猿
島
・
筑
波
各
郡
下
の
青

年
学
校
生
7000
余
名
。
部
隊
長
は
下
館
商
業
学
校

教
官
篠
原
少
佐
。 

両
軍
は
４
日
午
前
７
時
を
期
し
、
行
動
を
開

始
。
南
軍
は
午
前
11
時
、
新
治
郡
藤
澤
村
付
近

に
集
結
。
一
方
、
北
軍
は
午
前
10
時
50
分
、
そ

の
主
力
を
真
壁
郡
大
村
付
近
に
集
中
。
午
後
２

時
か
ら
の
、
筑
波
郡
田
井
村
神
郡(

か
ん
ご
お
り)

か
ら
杉
木(

す
ぎ
の
き)

、
菅
間
村
菅
間
、
田
水
山(

た

み
や
ま)

村
田
中
、
作
岡(

さ
く
お
か)
村
明
石(

あ
け
し)

ま
で
の
２
里
余
に
亙
る
戦
線
で
の
遭
遇
戦
を
皮

切
り
に
、
５
日
の
小
田
村
西
方
で
の
払
暁
戦
ま

で
の
、
若
人
１
万
３
千
余
名
に
よ
る
実
戦
さ
な

が
ら
の
大
演
習
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

［『
い
は
ら
き
新
聞
』
に
よ
る
］ 

４
日
午
前
８
時
、
土
浦
中
学
５
年
生
は
高
鳴

る
胸
を
押
さ
え
て
、
諸
先
生
の
見
送
り
の
中
、

校
舎
を
後
に
す
る
。
進
軍
ラ
ッ
パ
と
と
も
に
行

進
す
る
と
、
真
鍋
の
人
達
は
朝
日
に
輝
く
銃
剣

に
目
を
奪
わ
れ
、
子
供
達
が｢

万
歳
、
万
歳
。｣

と
叫
び
な
が
ら
、
後
先
に
な
っ
て
付
い
て
く
る
。 

土
浦
中
学
隊
は
南
軍
第
一
大
隊
第
一
中
隊
。

集
結
地
の
藤
澤
に
到
着
、
早
め
の
昼
食
を
済
ま

せ
て
い
る
と
敵
の
偵
察
機
が
上
空
に
飛
来
し
、

幾
台
も
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
た
友
軍
が
戦
線
に

向
か
っ
て
い
く
。 

10
時
30
分
、
自
転
車
部
隊
が
声
援
に
送
ら
れ

て
先
発
。
11
時
、
い
よ
い
よ
記
念
す
べ
き
聯
合

大
演
習
開
始
。
気
分
が
一
変
、
銃
を
執
る
手
が

汗
ば
ん
で
く
る
。
新
聞
記
者
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音

を
背
に
浴
び
な
が
ら
斗
利
出(

と
り
で)

の
坂
を
下

り
き
っ
た
所
で
、
時
な
ら
ぬ
紅
一
点
、
否
、
紅

一
点
で
は
な
く
、
４
、
５
、
６
人
…
…
、
女
学

校
の
生
徒
と
お
ぼ
し
き
制
服
の
一
団
が
、
後
か

ら
後
か
ら
我
が
部
隊
を
追
い
越
し
て
行
く
。
思

わ
ぬ
珍
客
に
、
今
ま
で
緊
張
し
て
い
た
心
が
、

し
ば
し
弛
む
。 

正
午
頃
小
田
に
入
り
、
15
分
休
憩
と
の
命
令
。

行
軍
中
は
気
付
か
な
か
っ
た
が
、
ゲ
ー
ト
ル
(注 1)

を
解
い
て
足
を
見
る
と
、
も
う
豆
が
踵
に
立
派

に
出
来
て
い
る
。｢

俺
の
も
出
来
た
。｣

｢

俺
の
も

三
つ
。｣

等
と
言
う
声
が
所
々
に
起
こ
っ
て
い
る
。 

先
発
隊
か
ら
の
伝
令
が
到
着
、
直
ち
に
駈
け

足
の
命
令
が
下
る
。
背
嚢
が
揺
れ
る
、
銃
が
肩

に
躍
る
。
小
田
よ
り
杉
木
ま
で
駈
け
足
、
速
足
、

駈
け
足
、
と
全
く
死
ん
だ
方
が
楽
だ
と
思
う
ほ

ど
参
っ
て
し
ま
う
。
汗
は
流
れ
放
題
、
気
息
奄
々

と
走
っ
て
い
く
。 

先
発
の
自
転
車
隊
が
上
大
島
ま
で
行
か
ぬ
う

ち
に
、
北
条
の
町
中
で
北
軍
と
衝
突
、
北
軍
は

杉
木
に
撤
退
。
そ
の
た
め
北
条
で
は
北
軍
の
姿

は
見
え
ず
、
我
が
部
隊
は
北
条
の
街
の
中
を
駈

け
足
で
通
り
抜
け
る
。
杉
木
の
手
前
ま
で
は
文

字
通
り
死
ん
だ
方
が
楽
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

敵
の
盛
ん
な
銃
声
を
聞
い
て
は
嫌
が
上
に
も
心

が
苛
立
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
誰
の
顔
に
も

土
中
健
児
の
意
気
が
燃
え
て
い
る
。
い
よ
い
よ

杉
木
攻
略
戦
だ
。
頭
上
を
３
機
の
飛
行
機
が
旋

回
を
始
め
る
。 

仲
田
中
隊
長(
本
校
武
道
教
師)

の
命
令
一
下
、

右
側
の
台
地
に
散
開
。
満
面
緊
張
の
色
を
漲
ら

せ
て
１
分
！
２
分
！｢

距
離
300
！
撃
て
！｣

の
命

令
に
猛
然
小
銃
の
火
蓋
は
切
ら
れ
た
。
機
関
銃

も
火
を
吐
く
。
我
が
軍
は
隙
を
見
て
、
敵
の
牙

城
に
肉
薄
。
敵
も
然
る
者
、
激
し
く
機
関
銃
の

掃
射
を
浴
び
せ
か
け
て
く
る
。
我
が
軍
は
各
個

躍
進
に
移
っ
て
、
前
進
又
前
進
、
あ
と
100

m
、｢

突

撃
に
進
め
！｣

小
隊
長
の
怒
号
。｢

突
っ
込
め
！｣

皆
剣
を
揃
え
て
敵
陣
に
躍
り
込
ん
だ
。
瞬
く
間

に
こ
の
高
地
を
奪
取
、
一
度
退
却
し
た
北
軍
の

逆
襲
を
食
い
止
め
た
所
で
、
休
戦
ラ
ッ
パ
。 

ほ
っ
と
一
息
つ
い
た
が
、
す
で
に
水
筒
は
空

っ
ぽ
、
水
が
欲
し
い
。
多
く
の
者
が
、
見
物
に

来
て
い
る
子
供
達
を
キ
ャ
ラ
メ
ル
で
買
収
し
て
、

近
く
の
水
源
地
か
ら
の
供
給
を
仰
い
で
い
る
。

私(

長
塚)

は
神
郡
か
ら
き
た
利
発
そ
う
な
子
を

買
収
、
余
り
の
可
愛
さ
に
何
度
も
キ
ャ
ラ
メ
ル

を
上
げ
て
し
ま
う
。 

間
も
な
く
退
却
命
令
が
下
る
。
足
の
豆
は
大

分
発
展
し
て
面
積
も
増
し
た
。
隊
の
者
も
ビ
ッ

コ
を
引
く
者
や
落
伍
す
る
者
も
出
て
い
る
。
見

物
人
の
中
に
親
友
の
姉
さ
ん
が
い
た
の
で
帽
子

を
取
っ
て
お
辞
儀
を
し
て
い
る
と
小
隊
長
に
怒

鳴
ら
れ
る
。
北
条
の
町
を
堂
々
と
行
進
し
、
一

路
小
田
へ
。
豆
の
痛
さ
に
ひ
っ
く
り
返
る
者
も

多
々
あ
る
が
、
地
元
の
人
が
所
々
に
湯
飲
み
場

を
用
意
し
、
慰
め
て
く
れ
る
。 

午
後
４
時
30
分
、
宿
営
予
定
地
の
小
田
農
業

倉
庫
へ
着
く
。
我
が
隊
は
予
備
隊
だ
っ
た
の
で

歩
哨
は
出
さ
な
い
。
直
ち
に
銃
の
手
入
れ
を
し

て
一
休
み
と
な
る
。
皆
思
い
思
い
の
格
好
で
休

ん
で
い
る
。｢

飯
を
食
え
！｣

、
中
隊
長
の
命
令

が
発
せ
ら
れ
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
小
隊
長
は
部
隊

全
部
に
命
令
を
下
す
。
本
校
卒
業
生
心
尽
く
し

の
豚
汁
が
届
き
、
飯
盒
の
蓋
に
注
い
で
、
ふ
う

ふ
う
吹
き
な
が
ら
頂
く
。
餅
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
、

芋
も
届
け
ら
れ
た
。
後
片
付
け
を
済
ま
す
と
、

豆
で
膨
れ
た
足
の
治
療
、
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ

(注 2)

を
や

た
ら
と
付
け
る
。 

午
後
７
時
30
分
、｢

飯
盒
炊
飯
、
用
意
ﾂ
！｣

、

当
番
が
叫
ぶ
。
眠
い
体
を
励
ま
し
て
、
明
日
の

飯
の
洗
米
に
掛
か
る
。
好
い
加
減
に
洗
っ
て
、
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土浦中学の学校教練３  ～聯合大演習～ 
1937(昭和 12)年に日中戦争が勃発すると、兵営宿泊訓練

は実施されなくなり、翌 1938 年からは県下全中等学校・青
年学校を対象に聯合大演習が行われるようになりました。今
回は、1938 年に筑波山麓で行われた大演習における土浦中
学５年生の奮闘の様子を、『進修第 42号』(1939年３月５日
発行)所収の｢硝煙の中で｣(中 38 回長塚司祿)や当時の『いは
らき新聞』(11 月 4 日夕刊､5･6 日朝刊)の記事をもとに再現
します。 

月刊 
（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 

統監中の狭間茨城県知事（右上）。進撃する土
浦中学生と、その後で見物する子供達（下）。 
(昭和 14 年３月卒・中 38 回｢卒業アルバム｣より) 

 



 

 

飯
盒
を
当
番
の
者
に
渡
す
。
渡
し
終
え
た
者
は

農
業
倉
庫
内
に
入
っ
て
筵(

む
し
ろ  )

１
枚
の
上
に
、

背
嚢
を
枕
に
し
て
、
叺(

か
ま
す )

(注3)

を
被
り
、
横

に
な
る
。
夜
の
寒
さ
に
ブ
ル
ブ
ル
と
ひ
っ
き
り

な
し
に
震
え
る
。
粉
臭
い
叺
を
被
っ
て
う
つ
ら

う
つ
ら
し
て
い
た
ら
、
突
然｢

夜
襲
だ
！｣

と
叫

ぶ
声
。
一
同
飛
び
起
き
て
銃
を
取
り
、
外
へ
出

る
が
、
整
列
す
る
暇
も
な
く
、
敵
に
包
囲
さ
れ

て
し
ま
う
。
我
が
本
隊
を
も
含
め
、
南
軍
全
部

が
包
囲
さ
れ
、
全
滅
を
食
ら
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
夜
襲
は
審
判
官
に
無
届
け
だ
っ
た
の
で
無

効
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
本

隊
の
龍
ケ
崎
中
学
や
水
海
道
中
学
の
歩
哨
は
何

を
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
の
か
、
本
隊
に
信
頼
を

置
け
な
く
な
る
。
何
と
し
て
も
こ
の
返
礼
は
し

て
や
る
と
歯
ぎ
し
り
を
し
て
い
る
と
、
午
後
８

時
15
分
頃
、
大
隊
本
部
よ
り
夜
襲
の
命
令
が
下

る
。
今
よ
り
北
条
町
の
北
軍
を
襲
撃
せ
よ
と
の

こ
と
。
い
よ
い
よ
返
礼
の
時
が
来
た
。
し
か
し

敵
は
南
軍
の
夜
襲
を
予
知
し
て
い
る
。
非
常
な

る
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。 

          

歩
け
る
者
は
総
て
整
列
し
出
発
、
本
隊
も
途

中
で
一
緒
に
な
る
。
月
光
を
肩
か
ら
一
杯
に
浴

び
て
、
歩
哨
が
所
々
に
粛
然
と
立
っ
て
い
る
。

低
い
声
で｢

ご
苦
労
。｣

と
声
を
掛
け
る
と
、｢

ご

苦
労
、
頼
ん
だ
ぞ
。｣

と
の
声
援
が
返
っ
て
く
る
。

銃
声
が
間
断
な
く
聞
こ
え
、
機
関
銃
の
音
も
す

る
。
異
常
に
緊
張
し
た
空
気
が
感
じ
ら
れ
て
、

大
き
な
声
を
出
す
者
も
な
い
。
後
か
ら
見
物
人

が
ざ
わ
ざ
わ
付
い
て
く
る
。
突
然
、
敵
の
斥
候

ら
し
き
者
に
発
見
さ
れ
た
よ
う
で
、
発
砲
し
て

き
た
。
皆
一
斉
に
道
路
上
に
腹
這
い
に
な
る
。

筑
波
街
道
を
行
く
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、
後

戻
り
し
て
小
田
東
方
の
山
を
越
え
る
。
暗
闇
、

後
の
人
は
前
の
人
の
動
作
を
か
す
か
な
月
明
か

り
の
下
に
真
似
る
だ
け
で
あ
る
。
同
じ
格
好
を

し
た
黒
影
が
ず
っ
と
続
い
て
最
後
は
靄
の
中
に

消
え
て
い
る
。
山
を
下
り
平
坦
地
へ
。
前
よ
り

伝
言
、｢

間
隔
10
歩
に
せ
よ
。｣

。｢

間
隔
10
歩
に

せ
よ
。｣

と
小
声
で
後
へ
伝
え
る
。
後
で
そ
れ
を

伝
え
て
い
る
の
を
か
す
か
に
聞
き
な
が
ら
、
10

時
頃
山
口
の
部
落
に
到
着
。
田
の
中
を
歩
い
た

り
、
泥
田
に
飛
び
込
ん
だ
り
し
て
、
そ
ろ
り
そ

ろ
り
と
平
沢
に
入
る
。
夜
も
す
っ
か
り
深
く
な

り
、
北
条
の
街
の
灯
が
左
後
方
に
見
え
る
。 

平
沢
か
ら
斥
候
が
出
さ
れ
、
し
ば
ら
く
待
機
、

蹲
っ
た
ま
ま
こ
く
り
こ
く
り
し
て
い
る
と
、
斥

候
が
帰
っ
て
来
る
。
出
発
前
に｢

敵
が
近
い
か
ら

足
音
に
注
意
。｣
と
後
へ
送
る
。
北
条
仲
町
か
ら

北
条
小
学
校
裏
、
北
条
新
町
に
到
着
。
敵
陣
は

目
前
、
北
軍
本
部
20

m
ま
で
近
づ
い
て
い
る
。

｢

ヤ
ア
ﾂ
！｣

中
隊
長
が
真
っ
先
に
突
撃
、
全
員

が
突
入
、
夜
襲
は
見
事
成
功
、
万
感
胸
に
迫
っ

て
く
る
。
無
数
の
影
が
パ
っ
と
飛
び
出
し
た
の

で
、
街
の
人
が
驚
い
た
ら
し
く
屋
外
に
出
て
見

て
い
る
。
こ
れ
で
先
程
の
復
讐
が
出
来
た
と
鼻

高
々
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

帰
り
の
行
軍
も
静
粛
だ
っ
た
。
痛
む
足
を
引

き
摺
り
な
が
ら
、
午
前
１
時
、
小
田
農
業
倉
庫

へ
戻
り
、
１
時
30
分
、
無
性
に
粉
臭
い
叺
を
被

る
。
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
、
う
つ
ら
う
つ
ら
し

て
い
る
と
、
３
時
に
は
眼
が
覚
め
て
し
ま
う
。

３
時
30
分
に
起
床
ラ
ッ
パ
が
鳴
る
。
昨
夜
炊
い

た
飯
盒
飯
を
食
べ
る
。
シ
ン
の
あ
る
飯
、
強
い

飯(

こ
わ
い
め
し)

で
と
て
も
食
え
た
も
の
で
は
な

い
が
、
腹
に
押
し
込
む
。
４
時
、
整
列
、
人
員

点
呼
。
昨
日
の
土
産
品
・
足
中
の｢

マ
メ｣

が
少

し
で
も
動
く
と
ピ
リ
ッ
と
痛
い
。
４
時
40
分
、

出
発
、
筑
波
街
道
を
北
進
。
午
前
５
時
、
小
田

村
西
突
端
に
到
着
、
小
憩
の
後
、
小
田
北
面
の

防
御
に
就
く
。
甲
山(

か
ぶ
と
や
ま)

高
地
前
に
匍
匐

前
進
す
る
と
北
軍
の
境
中
学
１
個
中
隊
を
発
見
。

戦
い
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
り
、
彼
我
の
銃

砲
声
が
殷
々
と
し
て
、
晩
秋
の
筑
波
山
麓
の
野

に
反
響
し
、
一
大
錦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
最

後
に
小
田
新
田
前
面
の
乾
田
に
て
遭
遇
・
白
兵

戦
が
演
じ
ら
れ
、
休
戦
ラ
ッ
パ
の
音
で
戦
闘
終

了
。 午

前
７
時
、
県
知
事
閣
下
の
閲
兵
を
受
け
る

べ
く
君
島
へ
向
か
う
。
12
時
に
閲
兵
、
分
列
式

が
終
了
、
記
念
す
べ
き
聯
合
大
演
習
は
終
わ
っ

た
。
我
々
は
土
浦
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
が
来
て
、
そ

れ
で
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幾
百
、
否
幾
千
と

い
う
参
加
者
の
注
目
の
中
で
車
上
の
人
と
な
る
。

こ
の
日
天
気
晴
朗
、
秋
空
は
心
ゆ
く
ま
で
澄
み

渡
り
、
北
方
に
筑
波
の
秀
峰
が
く
っ
き
り
と
浮

か
ん
で
い
る
。 

 
 

［｢

硝
煙
の
中
で｣

に
よ
る
］ 

                

『
学
校
沿
革
誌
』
に
よ
る
と
、
土
浦
中
学
の

聯
合
演
習
は
、
1930(

昭
和
５)
年
６
月
20
日
の
茨

城
県
立
下
館
商
業
学
校
生
徒
と
の
そ
れ
が
最
初

で
、
翌
年
11
月
に
は
４
・
５
年
生
213
名
が
、
近

衛
師
団
機
動
演
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
1938
年
か
ら
は
県
下
中
等
学
校
・
青
年
学
校

の
聯
合
大
演
習
に
５
年
生
が
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
聯
合
大
演
習
は
1943(

昭
和
18)

年

ま
で
毎
年
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
中
40
回
の
中

村
一
夫
が
『
進
修
第
44
号
』(

1941
年
３
月
１
日
発

行)

に｢

行
軍｣

と
題
し
て｢

…
…
肩
は
痛
む
。
背

嚢
の
重
さ
が
づ
き
づ
き
と
肩
を
壓
迫
す
る
。
頭

は
朦
朧
と
な
つ
て
此
の
ま
ヽ
無
意
識
と
な
り
、

石
の
樣
に
硬
直
し
て
、
冷
い
土
の
中
に
め
り
こ

む
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
妄
想
が
ち
ら
と
走
る
。

…
…
全
く
中
隊
は
音
一
つ
な
い
タ
ン
ク
と
な
つ

て
進
軍
す
る
。
前
の
白
く
見
え
る
手
ぬ
ぐ
ひ
が

少
し
遅
く
な
つ
た
や
う
に
感
ず
る
と
思
ふ
と

『
づ
ヾ
ヾ
』
と
惰
性
で
、
前
へ
行
つ
て
、
前
の

友
の
背
嚢
に
衝
突
す
る
。
俄
か
に
怒
り
が
こ
み

上
げ
て
來
て
大
聲
で
怒
鳴
ら
う
と
す
る
が
、
そ

の
怒
り
も
途
中
で
消
え
去
つ
て
『
休
み
か
』
と

い
ふ
安
心
が
起
つ
て
く
る
。
目
は
自
然
と
閉
ぢ

て
立
つ
た
ま
ヽ
眠
つ
て
終
ふ
。
又
默
々
と
歩
き

始
め
る
。
側
に
も
う
一
つ
の
部
隊
が
歩
つ
て
ゐ

る
や
う
に
見
え
る
。
そ
の
方
へ
行
か
う
と
す
る

と
、
白
い
手
ぬ
ぐ
ひ
が
眼
か
ら
消
え
さ
つ
て
後

か
ら
『
ど
し
ん
』
と
衝
突
し
て
く
る
。
中
隊
は

音
も
な
く
、
泥
濘
の
森
、
自
然
の
偉
大
さ
殊
に

夜
の
、
暗
黒
の
不
氣
味
さ
を
如
實
に
示
す
森
の

中
へ
再
び
吸
ひ
込
ま
れ
て
行
つ
た
。
」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
実
戦
同
様
の
過
酷
な
演
習
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 (

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

注 1

ゲ
ー
ト
ル 

 

脚
絆
と
も
言
う
。
脛
の
部
分
に
巻
く
布
・
革
で
出
来
た

被
服
。
ズ
ボ
ン
の
裾
を
押
さ
え
る
こ
と
で
裾
が
乱
れ
な
い

よ
う
に
す
る
。
障
害
物
等
で
足
元
を
怪
我
し
な
い
よ
う
に

す
る
。
脚
の
鬱
血
を
防
い
で
血
行
を
よ
く
す
る
等
が
目
的
。 

注 2

ヨ
ー
ド
チ
ン
キ 

 

沃
素(

ヨ
ウ
素)

の
ア
ル
コ
ー
ル
溶
液
。
沃
素
の
殺
菌
作

用
を
利
用
し
た
殺
菌
剤
・
消
毒
剤
。
う
が
い
に
用
い
る
イ

ソ
ジ
ン
も
こ
の
一
種
。 

注3

叺(

か
ま
す ) 

わ
ら
む
し
ろ
を
二
つ
折
り
に
し
、
縁
を
縫
い
綴
じ
た
袋
。

穀
類･

塩･

石
炭･

肥
料
な
ど
の
貯
蔵
・
運
搬
に
用
い
た
。 

小田村西方の新田における払
暁戦（上）。君島街道で閲兵を
受ける生徒達(現筑波高校付
近)（下）。(昭和 14 年３月卒・
中 38 回「卒業アルバム」より） 

聯合大演習のイラスト 
(中 38 回高橋宏弌) 

進修第 42号｢1938年覚之書｣より 

 


